
宮
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大
臣
南

遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
宮
城
県
多
賀
城
市
高
橋
字
大
日
南

・
門
間
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
五
年

（平
７
）
四
月
１
人
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
多
賀
城
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
武
田
健
市

・
鈴
木
孝
行

・
菊
池
　
些
号

伊
藤
　
浩

５
　
遺
跡
の
種
類
　
屋
敷
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
日
南
遺
跡
は
特
別
史
跡
多
賀
城
跡
の
南
西
約
二
脱
に
位
置
し
、
海
抜
四
ｍ

前
後
の
微
高
地
上
に
立
地
し
て
い
る
。
本
遺
跡
で
は
今
回
の
調
査
を
含
め
計
四

度
の
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、

一
三
世
紀
―
近
世
初
頭
に
か
け

て
の
遺
構
を
多
数
発
見
し
て
い

る
。
な
か
で
も

一
五
―

一
六
世

紀
頃
に
か
け
て
は
、　
一
辺
四
〇

ｍ
を
超
え
る
溝
で
周
囲
を
区
画

台

　

た
屋
敷
跡
が
微
高
地
上
に
密

仙

集
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、

同
時
期
の
貴
重
な
資
料
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。

木
簡
は
、
そ
の
よ
う
な
屋
敷
の
内
側
で
検
出
し
た
Ｓ
Ｋ

一
〇
三
土
坑
か
ら

一

点
出
土
し
て
い
る
。
土
坑
の
平
面
形
は
円
形
で
あ
る
。
規
模
は
直
径
三

・
五
ｍ

深
さ

一
・
一
ｍ
で
、
壁
は
緩
や
か
に
立
ち
上
が
る
。
埋
土
は
三
層
に
大
別
で
き
、

木
簡
は
最
下
層
の
粘
土
層
か
ら
多
数
の
木
片
に
混
じ
っ
て
出
土
し
た
。
木
簡
以

外
に
は
、
自
磁
杯

（新
安
海
底
沈
没
船
引
き
揚
げ
品
と
類
似
）
。
青
磁
椀

・
北
宋
銭

（元
符
通
宝
▼

漆
器
椀

・
下
駄

。
木
錘

・
曲
物

・
羽
口
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

北
宋
銭
と
下
駄
以
外
は
す
べ
て
破
片
で
あ
る
。
土
坑
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
白

磁
杯
の
年
代
か
ら

一
四
世
紀
以
降
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
　
×
律
令
」
　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

（こ

入
こ

巡

ｏ毬

木
簡
の
上
部
は
大
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
「律
令
」
の
二
文
字
を
肉
眼

で
確
認
で
き
る
。

な
お
こ
れ
以
外
に
も

一
五
―

一
六
世
紀
頃
の
溝
か
ら
木
簡
が
二
点
出
土
し
て

い
る
が
、
現
在
調
査
中
で
あ
る
。

（武
田
健
市
）
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所
在
地
　
　
　
岩
手
県
西
磐
井
郡
平
泉
町
平
泉
字
志
羅
山

調
査
期
間
　
　
第
二

一
次
調
査
　
一
九
九
二
年

（平
４
）

一
一
月

発
掘
機
関
　
　
平
泉
町
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
菅
原
計
二

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
一
一
一世
紀

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

志
羅
山
遺
跡
は
平
泉
町
の
中
心
市
街
地
の
南
側
に
位
置
し
、
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線

平
泉
駅
の
西
側
三
〇
〇
ｍ
の
付
近
を
中
心
と
し
て
、
東
西
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
・
南
北
五

Ｏ
Ｏ
ｍ
の
広
が
り
を
も
つ
遺
跡

で
あ
る
。
平
泉
は

一
一
世
紀
末

か
ら

一
二
世
紀
後
半
に
か
け
て

の
約
九
〇
年
間
、
奥
州
藤
原
氏

が
四
代
に
わ
た
り
本
拠
地
と
し

た
地
域
で
あ
る
。
当
遺
跡
の
周

辺
に
は
西
に
特
別
史
跡
毛
越
寺

跡

・
観
自
在
王
院
跡
と
倉
町
遺

跡
、
東
に
泉
屋
遺
跡
、
北
に
花
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